
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
在
日
」
の
人
口
比
か
ら
し
て

も
中
国
語
を
は
る
か
に
上
回
る
と
予

想
す
る
声
が
あ
る
一
方
、
二
百
人
弱

と
慎
重
な
意
見
も
あ
り
、
見
方
は
分

か
れ
て
い
ま
す
。
慎
重
論
が
あ
る
の

は
、
日
本
の
高
校
で
韓
国
語
を
学
ぶ

高
校
生
が
、
文
部
科
学
省
の
調
べ
で

昨
年
七
月
現
在
、
四
千
人
足
ら
ず
で

あ
る
か
ら
で
す
。

財
団
法
人
・
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｔ
Ｊ
Ｆ
）
が
ま
と
め
た
報
告
書

『
日
本
の
公
・
私
立
高
校
で
実
施
さ

れ
て
い
る
韓
国
語
教
育
の
実
態
調

査
』
に
よ
る
と
、
現
在
、
韓
国
語
教

育
を
実
施
し
て
い
る
の
は
全
国
の
高

来
年
一
月
に
実
施
さ
れ
る
大
学
セ

ン
タ
ー
試
験
か
ら
、
新
た
に
「
韓
国

語
」
が
外
国
語
の
選
択
科
目
と
し
て

加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
韓
国
語
や
韓

国
文
化
へ
の
学
習
熱
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
ま
り
そ
う
で
す
。
大
学
の
セ

ン
タ
ー
試
験
科
目
で
現
在
、
実
施
さ

れ
て
い
る
英
語
以
外
の
外
国
語
科
目

は
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
中
国

語
の
三
科
目
で
す
。
こ
の
三
科
目
の

な
か
で
は
中
国
語
の
受
験
者
が
若
干

増
え
て
お
り
、
昨
年
は
二
百
八
十
人

余
り
で
し
た
。
ド
イ
ツ
語
は
百
五
十

人
弱
、
フ
ラ
ン
ス
語
も
二
百
人
弱
で

ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

で
は
、「
韓
国
語
」
の
受
験
者
数

校
五
千
四
百
九
十
三
校
の
う
ち
、
百

七
十
一
校
（
三
％
）
で
、
年
々
増
加

傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
語
教
育
へ

の
取
り
組
み
も
、
一
九
八
〇
年
代
後

半
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
一
九
八

七
年
か
ら
昨
年
ま
で
の
統
計
で
は
、

年
平
均
で
九
・
四
校
の
割
合
で
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
韓

国
語
教
育
の
取
り
組
み
が
確
認
で
き

た
の
は
三
十
六
都
道
府
県
で
、
全
高

等
学
校
の
三
％
（
公
立
高
校：

二
・

七
％
、
私
立
高
校：

四
％
）
が
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
韓
国
語

の
授
業
単
位
数
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
二

〜
四
単
位
が
半
数
以

上
で
、
こ
れ
は
入

門
・
初
級
レ
ベ
ル
に

当
た
り
ま
す
。
入
試

の
レ
ベ
ル
に
達
す
る

六
〜
八
単
位
以
上
の

授
業
を
保
障
し
て
い

る
高
校
は
少
数
で

す
。
さ
ら
に
、
生
徒

の
学
習
熱
を
引
き
出

す
立
場
の
現
場
教
員

の
な
か
で
、
正
規
の

韓
国
語
教
員
免
許
状

所
有
者
は
約
半
数
に
過
ぎ
な
い
と
さ

れ
、
残
り
の
半
数
は
臨
時
免
許
状
な

ど
で
教
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

限
ら
れ
た
学
習
時
間
内
で
も
韓
国
語

を
学
ん
だ
日
本
の
高
校
生
が
、
韓
国

の
高
校
生
を
相
手
に
「
通
じ
た
」
と

の
達
成
感
を
持
た
せ
、
今
後
の
学
習

意
欲
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
韓
国
側

の
地
道
な
努
力
が
一
層
必
要
で
し
ょ

う
。今

回
で
日
本
の
韓
国
ブ
ー
ム
に
つ

い
て
の
お
話
は
終
わ
り
で
す
。
ご
愛

読
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
心
よ
り

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
か
ら

も
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
み
な
さ
ん

に
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

アンニョンハセヨ！鳥取市国際交流員の張
日榮（チャン・イルヨン）です。3回にわた
ってみなさんに日本の韓国ブームを紹介して
きましたが。今回はその最終回として、増え
ている韓国語学習について紹介したいと思い
ます。

⑦

⑬　とっとり市報

■日本の韓国ブーム 最終回

ハングルは、母音と子音の組み合わせでできています

（アンニョン　ハ　 セ　 ヨ）


